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 要  旨 
 本研究では，平行平板間に存在する平面クエット流れを高解像度差分法を用いて数値シミュレ
ーションを行った．平面クエット乱流内に存在するストリーク構造および渦構造を可視化するこ
とにより考察を行い，それらと壁面の干渉により音波可能性について調査を行った．また，壁面
境界条件などの境界条件の違いによって，流れ場にどのような影響が生じるか検討した．壁面境
界条件では，等温壁面と断熱壁面の違いにより，流れ場にどのような影響が表れるか調査を行っ
た．等温壁面とは壁面上の温度が常に一定であるという条件であり，断熱条件は壁面で法線方向
の温度勾配がゼロという条件である．検討の結果，等温壁面では温度の変化が小さいため，密度
の変化も小さくなり，非圧縮の性質が支配的になるが，断熱壁面では温度の変化が大きいため，
密度の変化が大きくなり，圧縮性の性質が支配的になるという知見が得られた．また，密度の変
化が生じることによって，その他の物理量である速度および圧力にも影響が及ぼされ，等温壁面
の場合とは大きく異なるということも明らかになった．壁面境界の他に，入出力境界条件と周期
境界条件についても検討を行った．入出力境界とは，流入条件と流出条件を課す条件であり，流
れ場の空間的な発展を調査するのに有益な方法であり，周期境界は時間的な発展を調査するのに
有益な方法である．この検討の結果，入出力境界で計算対象とする流れ場に上流側と下流側を付
加することによって，圧力勾配を存在させていることが明らかになった．この圧録勾配は計算条
件や初期条件の設定により，圧力勾配が存在しない流れ場も再現することが可能である． 
 平面クエット乱流などの平板間乱流古くから多くの研究が行われており，乱流構造に特徴があ
ることが知られている．また，数値計算法のテスト問題としても用いられている流れである．流
れ場から生じる音波の研究に関しては，乱流境界層中の渦運動から生じる音波が大多数であり，
平面クエット乱流のような平板間の流れに関しての議論は少ないため，新たな知見を得ることは
非常に重要である．数値シミュレーションにより平面クエット流を再現することで，平板間に存
在する特徴的なストリーク構造を確認することができた．また，このストリーク構造と渦構造が
壁面と干渉することにより，音波が発生する可能性を見つけることで音波発生機構の解明につな
がる知見を得た． 
 本研究では，上記のような新幹線などの高速鉄道から放射される空気の流れによる騒音である
空力音の発生機構を解明し，更なる騒音低減に寄与することが期待される． 
 
